
溶融アルミニウム中の水素濃度におよぼす、

　　　　　雰囲気中の水蒸気の影響
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　　Abstracin　一一一　lt　has　been　widely　kRowB　that　the　hydrogen　concent－

ration　in　ifiolten　aluminium　would　be　affected　strongly　with　humidity

in　the　atmosphere．　ln　summer　time　with　high　humidity，　for　instance．

the　time　required　for　degassing　of　the　practical　aluminium　melts　are

prolonged　extremly．

　　Relation　between　hydrogen　concentration　in　molten　aluminium　（H）

and　humidity　in　the　atmosphere　（PH20）　has　been　e￥pressed　by　the
　　　　　1）
formula　：

　　　　　　　　H＝KVPIi　20　e

　　　OR　many　experimental　results，　authors　found　that　the　formula　held

true　under　the　same　melting　conditions．

1．　緒 言

　アルミニウム溶湯中の水素濃度が雰閥気中の水蒸気分圧の影響を強く受けるということ

は，経験的に広く認められている。すなわち工業溶解において，水蒸気分圧の高くなる夏

期には，冬期に較べて，脱ガス処理時間（塩素ガス吹き込み時間）を著しく延長すること

を要求される場合が多い。
　　　　　　　　ユ　
　Ransleyら　は，雰囲気中の水素分圧とアルミニウム溶湯の水素溶解度との問に成立す

るいわゆるSievertsの法則が雰囲気中の水蒸気分圧（PH20）とアルミニウム溶湯中の水

素濃度〔H〕の間にも適用できると考えて，つぎの式を示している。

　　　　　　　〔H〕＝K　V1）H20　・……・………………・………・…………・・……………（1）

　しかしながら（1）式の関係を実験により確認した報告は見当らないようである。この．

ことは，すでに報告したように（D式における平衡恒数（K）が溶解炉，溶解条件などの
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水蒸気分圧以外の因子の影響を強く受けること，および正確な水蒸気分圧の調整や水素濃

度の測定が困難であるという実験操作上の問題に起因していると考えられる。

　著者らは，いままでに行なった溶解実験の結果から，他の因子を固定した場介には，

〈1）式の関係がほぼ成立することを認め，またこの場合の平衡桓数は溶解炉の種類によっ

て変化することを明らかにした。

2．実験方法
　Fig・1に示す抵抗炉およびこれと同じ材質，形状のアルミナルツボを備えた高周波誘

導炉により99・99％の純アルミニウム（300～4809）を溶解し，溶湯温度を750。Cに保持

しながら，20～30minおきに2～6本の水素量測定用試料棒を採取した。試料棒の採取

・には水冷金型＊あるいは銅製金型＊＊を使用した。アルミナルツボは日本化学陶業製の

一CP一一2を使用した。その成分規格はつぎのとおりである。
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　高導波誘導炉により溶解した場合

の一tlt，IISを除いて雰桝｝1気巾の水蒸気分

圧の調整は行なわなかったが，溶解

日時を変えることにより，その値を

冬期の5mmHgから夏期の22．5

mmHgまでの範囲で変化させるこ

とができた。水蒸気分圧の測定は，

試料棒を採取するたびに，炉の近く

に備えた乾湿球湿度詮1祠により行なっ

た。

　このようにしてえられた各試料棒

についてその水素量を測定し，雰囲

気申の水蒸気分圧と溶1易中の水素濃

度の関係を検討した。水素量測定用

試料の寸法，切削条作および水素量

の測定方法は飼に報告したと同様で
　　2）
ある。

3。　実験結果および考察

　実験結果をFig．2に示す。野中

の矢印は，同一溶解の溶湯につい

＊参考文献　2）　P153　Fig．2参照
：F’　’“：

Q考文献　2）　P157　Fig．！　参照
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て，溶湯保持時閥の経過にともなう水素濃度および水蒸気分圧の変化過程を示したもので

ある。一’般に言われているようにラ水蒸気分圧の増加とともに水素濃度も増す傾向がうか

がわれる。実験結果にかなりのばらつきが認められるが，これは溶解を行なった時期がほ

ほ一一年の長い期開にわたって分布しており，また本来の実験目的が各溶湯について異なる

場合が多いため，水蒸気分圧以外の実験条件（たとえばルツボの乾燥状態，溶解量，等温

過程，溶け落ちから試料棒採取までの時間など）が必らずしも同じでなかったことによる

と考えられる，：
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Fig．　2　lnfluence　of　water　vapour　in　the　atmosphere　on　hydrobcren　concentratioB

　　　of　 mOlte王1　　alunユin圭景m．

　Fig．3はこれらの結果の対数をプロットしたものである。溶湯中の水素濃度と雰囲気中

の水蒸気分圧の醐に（1）式の関係が成り立つものとして，Fig・3におけるばらつきの申

央を短の勾配をもつ直線で結ぶと，Fig・1の抵抗炉により純アルミニウムを溶解保持する

場合の水素濃度に関して，（2）式および（3）式がえられる。
　　　　　　／og　（ff］　’75eeC　：：nyr－1．　20十　（1／2）log　PH20　・・・…　一・・・・・・・…　一…　　・　・…　t・・・・…　　（2）

　　　　　　　（，El，）　7500C　：O．06“／］’muii，i55，　・・・…　一・・・・・・・・…　＋・・t・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　　（3）

　また，同種のルツボを使用して高海波誘導炉により溶解保持する場合の水素濃皮に関し

ては，（4）式および（5）式がえられる。
　　　　　　　／og（H）　7500C＝：一1．35　H一一（1／2）／og　Pi．i20　・・　・・・・・・…’”・・”・・　一・…’’’’”　（4）



174 茨城大学工学部研究集報　　（第！5巻）

〔
邑
・
、
。
｝

pa　oy．，

一壷

一疏6

一αア

一　g，g

一管？

一ノ・＃

P・・’　／eノ

edv　k？　“

　　　　／／
x。鯵唖

鐙　聾

唖　轡

㊥
翻

欝％

購
⑳

Hdi

t

1

磯
饗

NoS

瞼

　　　　遂〉。も

．N・

　　／／〈“B

　　α6　　　　0愈　　　　義の　　　　／。2

　　　　　　　　　　　10．cr　（PH，　O）
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　　　　　tw　melted　in　resistance　furnace

　　　　　×　melted　in　induction　furRace

κ掌

CH）　7500C＝一〇．045　V7｛lii’6　・一…　一・・…　一・・・・・・・・・・・…　．…　．．・・．・・．．・．t・．t．．・…　　（5）

4．　結 論

　同じ材質および寸法のアルミナルツボを備えた抵抗炉および高周波誘導炉を使用して行

なった過去一年間の溶解実験の結果から，雰囲気中の水蒸気分圧が純アルミニウム溶湯中

の水素濃度におよぼす影響を明らかにした。

　実験結果を要約すると，つぎのようになる。

（1）雰囲気巾の水蒸気分圧と純アルミニウム溶湯中の水素濃度との問には，RaRsleyら

のいう，〔H〕＝ノ（VPH2δの関係がほぼ成り立つ。

（2）　この場合の平衡丁数（K）は溶解炉の種類によって変化する。すなわち，内容積52

mmφ×130mm，肉厚5mmのアルミナルツボを使用して抵抗炉により溶解し，750。Cに

保持した純アルミニウム溶湯の場合平衡恒数は0．　064程度であり，同種のルツボを使用し

て高周波誘導炉により弼じ条件で溶解保持した場合の平衡恒数は0．04」「程度である。
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